
10月のテーマ 「さんぽ」
過ごしやすい季節になりました。児童発達支援の活動にも散歩を取り入れているグループがあります。

お子さんだけでなく大人の方でも、さんぽをすることでちょっとした気分転換になるということが

多いのではないでしょうか。今回はこの「さんぽ」の効果ついて、今回は紹介します。

さんぽ中に見えたもの聞こえたものについて、「○○があるよ」「あれは
何？」など、子どもと大人が一緒に見たり、草花などの物のやりとりをしたり、
ことばを交わしたりすることで、コミュニケーションの成長につながります。

散歩をすると全身に風
を受け、皮膚に心地よい
刺激が入ります。皮膚へ
の刺激に敏感でくすぐり
や触られることが苦手な
お子さんでも、無理なく
刺激を入れることができ
ます。
心地よい刺激が続くと

情緒も安定し、周りの様
子にも注意が向けられる
ようになります。

見る 嗅ぐ

全身を動かす

歩くことは全身を使った
運動になるため、平衡感
覚を刺激したり、自分の筋
肉や関節の動きへの感覚
を高めたりすることができ
ます。

さんぽが楽しめるように

なったら、速さを変えて歩

いてみたり、坂道を歩いた

りして変化をつけてみるの

も楽しみのひとつになりま

す。

聞く

外を歩くことで、景色や
植物、生き物、人、乗り
物、建物など、さまざま
なものに出会うことがで
きます。

皮膚を刺激する

虫や鳥の声、乗り物の
音など、さまざまな音
を体感することができ
ます。

草花のにおい、雨の
においなど、さまざ
まなにおいを感じる
ことができます。

お家のみなさんは、散歩をするとどんなことを感じることができるでしょうか？

お子さんはどんなことを感じながら歩いているでしょうか？

ご家庭でも、いろいろなことを感じながら親子で散歩をしてみてはいかがですか？
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